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結果：頭頂弁蓋部、島周囲といった味覚野と考えられている部位において、潜時 250-700 ms、40-270 Hzの
高γ帯域での反応がみられていた。味覚閾値の強さでの刺激における味覚野の反応は 10例全例で確認された。







刺激から 50-60msとされている。ただ、これらの報告に用いた電気刺激は durationが短く（0.2 ms）、我々
の電気刺激は duration が長いため（200 ms）、反応時間が長くなった可能性が考えられ、長くなった反応の
一部をとらえた可能性が最も考えられた。味覚誘発脳磁界反応においては閾値上であれば全例、味覚野におけ
る反応を検出することができたため味覚野における電気刺激誘発脳磁界反応の測定法として、至適な条件を導
くことには成功したのではないかと思われた。今後は味覚障害患者、口腔癌治療後の味覚障害患者、口腔癌に
対する皮弁を用いた再建手術後の患者などへ臨床応用していきたいと考えている。 
